













一、鎌倉幕府第六代将軍宗尊親王の家集の一つ『中書王御詠』 （三五八首）の注解を試みる。一、１番歌から始めて順番どおりに注釈を付して、数次の分載とする。今回は、 「春」 （１〜
50）を取り上げる。
一、次の各項からなる。





































































○年中立春―「 立 」 「歳内立春」と同様に、 月一日以前の立春を言う題。表記としては、 「歳中立
春」の例もある（金葉集初度本、散木奇歌集等） 。 「年中立春」としたのは、父帝後嵯峨院の「初音とは思はざらな
二〇




二十三日に子息の惟康が征夷大将軍となるが、宗尊は既に七月八日に鎌倉を出て二十日に入京している。その直後の八月に詠じた「三百首」 （竹風抄・四九二〜五九五）に続く「五百首」である。十月九 移った土御門殿で詠出したかと思しい。現存は、 『竹風抄』の一〜 八八までの二八八首である。全体に、失脚して帰洛し、しかしいまだ父帝後嵯峨院や母棟子にも会えない状況の、不遇感の述懐性が露わである。該歌の詠まれた文永三年（一二六六）は、前年の十二月二十三日に立春を迎える「年内（年中）立春」であり、それを詠じたものであろう。「み吉野は山も霞みて白雪のふりにし里に春は来にけり」 （新古今集・春上・一・良経）や「風まぜに雪は降りつつしかすがに霞たなびき春は来にけり」 （同・同・八・読人不知）のように、 春は来にけり」 立春を言う限りは、霞が立つことを前提とするのが、伝統的通念であろう。俊成の「年 内 春立ちぬとや吉野山霞かかれる峰の白雪」 （続後撰集・春上・一・俊成）も 源具親の「年の内の春とは空にみ吉野の山も霞みて雪の降りつつ」

















































































坂より年は越えにき」 （拾玉集・ 〔建久八年廿題百首〕 ・立春・四四七二）や為家の「などて世の老いの憂き身を隔つらん霞は春のよそならねども」 （中院集・ 〔文永三年〕廿七日月次三首、霞・一）がある。定家詠は、一見右の教長詠に似通うが、教長の「惜しまれぬかな」と定家の「惜しむ歎きは」との差は大きいと言わなければならない。参考、拙稿「鎌倉期関東歌壇の和歌
―中世和歌表現史試論―




















































































































この里は雲間も見えぬ夕立に日影いざよふ遠 山 端（宝治百首・夏・夕立 一一三〇・実雄）
〔類歌〕
　




○うつろふ―「映ろふ」 （映発する意） 解し が、 「移ろふ」 （日 光が様を変えて行く意）に解しても通





























































不審な点もある。 『竹風抄』 （四九二〜五九五 に収められる現存歌は、一〇四首。題は、春・夏・秋・冬・雑を頭に関した種々の結び題。→補注。○そことも知らず―参考の『新古今集』の家隆詠に拠っていよう。その家隆詠は『六百番歌合』では、二句に「そこそとも言はず」 （日本大学総合図書館本を底本とする新編国歌大観、書陵部本（五〇一・六一九）
を底本とする新日本古典文学大系、 『校本六百番歌合』が著録する陽明文庫本他数本）の異同がある。

















































































































































を以て世に聞こえたらしい。勅撰集に二五首首入集の歌人でもあった。宗尊の歌道師範である従兄真観と共に、護持僧とし 将軍宗尊を支えた。○住吉社歌合―未詳。 『新三井和歌集』に収める「前大僧正隆弁新住吉社歌合に同じ（里郭公）心を／権少僧都聖弁／鳴く声はとをちの里の時鳥ほのかにのみや人の聞くらん」 （夏・一一四）は、あるいは同機会か。○この道―詞書の「住吉社歌合」の縁で、和歌 道のこと。宗尊はかつて「この道を守ると聞けば木綿鬘かけてぞ頼む住吉 松」 （瓊玉集・雑上・同じ〔神祇〕心を・四一三）と詠んでいる。○思ひなしてや―『後拾遺集』の「なき数に思ひなしてや問はざらんまだ有明 月待つものを」 （雑三・一〇〇四・伊勢大輔）が勅撰集の初例。本 の直前に成った『続古今集』に 、御家人北条時広の「惜しめどもただ大方のいつはりに思ひなしてや花 散るらん」 雑上・一五三五）が見える。
〔補説〕
　「鶯」の「鳴く音」を「神」が「聞く」ことも、和歌の通念・類型にはない。けれども、和歌の神でもある










































○信 山―陸奥国の歌枕。信夫郡（現福島市）北方にある山。 「霞の奥」 「人に知られぬ」 「つまや恋ふらん」
から、 「忍ぶ」が掛かる。
 ○霞の奥―鎌倉時代以降に盛行する語句。式子の「暮れて行く春の名残をながむれば霞






弘長百首題百首」の「鶯」題で「今もなほつまやこもれる春日野の若草山に鶯の鳴く」 （瓊玉集・春上・六）と詠んでいる。言うまでもなく、 「春日野はけふは 焼きそ若草のつまもこもれり我もこもれり 古今一七・読人不知）を本歌にしている。これも、 「若草山」と「鶯」の組み合わせが珍しい。また、 「鶯」が春に「つま」を呼び鳴くという意識は、例えば さ ば妻を求むと鶯の梢を伝ひ鳴きつつもとな」 （万葉集・巻十・春雑
三四








































は、先行例として、家隆の「高砂の尾上の鹿の鳴かぬ日も積もり果てぬる松の白雪」 （道助法親王家五十首・冬・松雪・七七七。続歌仙落書・三八他）や土御門院 「年ふれど跡なき人の契りゆゑ積もり果てぬる庭の白雪」 （土御門院御集・恋二十五首・寄雪 四二〇 がある。これらは宗尊の目にするところであったろうから、刺激された可能性もあろう。
〔補説〕
　














































○若菜―『古今六帖』 （第一・歳時・春）の「わかな」 。○ の―真観の「今は身になにを愁ふとなけれ





























































春上・四三・俊成。御室五十首・春・二五五。御室撰歌合・六、四句「人こそ訪はね」 ）は、男女が別れ別れになった後の男か女の立場、第四句「人こそ訪はね」の場合は女の立場での心情の詠出であろう。宗尊は、 「文永元年六月十七日庚申宗尊親王百番自歌合」 （仮称）で「この春も人こそ訪はね宿の梅誰が情けをか花に見せまし」 （瓊玉集・春上・二五）と詠んでいて、 「あらね」 「訪はね」の異同あるこの俊成の歌をよく知っていたと思しい。とすると、該歌の「問へかしな」 （あるいは 訪へかしな」 ）は、俊成の「人 そ訪はね」 意識した表現で、宗尊自身もその背後に『伊勢物語』四段の世界を想起していたのではないか →
14補説。






























































































































































































































































びはくゐじんのこころに たらず） （和漢朗詠集・秋・落葉・三〇九・白居易）柴の戸 柳霞に閉ぢられていとど寂しき春の曙（壬二集・九条前内大臣家百首・春・山家柳・一五五二）
〔類歌〕
　













は、中世初頭の春の憂鬱を詠じる記念碑的作品と言える、定家の「霞かは花鶯に閉ぢられて春にこもれる宿の曙」（六百番歌合・春・春曙・一一五。拾遺愚草・八一〇。玉葉集・春下・一九五）の影響下にあることは疑いない。その定家詠には、白居易の「上陽白髪人」 、即ち「上陽人…一閇上陽多少春…一生遂向空房宿…宮鶯百囀愁厭聞」の面影があろう。本文とみることもできる。また、これを題として早く高遠が「そこばくの年積む春に閉ぢられて花見る人になりぬべきかな」 （大弐高遠集・二六五）と詠んでいる。定家自身 念頭に これもあったかもしれない。とす と該歌は、新古今歌人達が詠出し始めた、長恨歌等の典故を機縁としながらそこからも離れた、 の寂寥や憂鬱を詠じる歌の系譜上に位置付けられる。そういった春の憂鬱を詠歎す こと、さ には広く季節に述懐することは、宗尊自身の 全体の特徴の一つでもあって、該歌はその中に入る。
宗尊は、帰洛後の「文永五年十月三百首歌」の「春雨」題で、 「鷺のゐる一もと柳露おちて河辺さびしき春雨の






























































































うことで、一首は、下降史観を下敷きに、貴族社会やその必須要件である和歌の道や歌人の力量の衰勢をも感じ取っているかのような物言いである。同時に、中世初頭に顕れる詠みぶり、即ち幕府第二代執権北条泰時の「麻中の蓬」の故事を踏まえた「世の中に麻は跡なくなりにけり心のまま 蓬のみして」 （新勅撰集・雑三・一一五二）や、一時期幕府にも候したらしい藤原隆祐の「捨身飼虎」の故事を踏まえた「竹の葉に衣をかけしいにしへの人の心なき世なりけり」 （隆祐集・百番歌合・九十七番・右 同〔春日社〕百首・竹・二五三）等に窺われる、後 道歌
五〇
の価値観に繫がるような、道理や道心の不在を詠歎する詠みぶりと軌を一にするような詠作ではないかと考えるのである。さら 言えば、その源流は、臣下 最高位に就く藤原良経の「この頃は関の戸ささずなり てて道ある世にぞ立ち返るべき」 （老若五十首歌合・雑・四三八。秋篠月清集・院無題五十首・雑・九四三）や、それに負ったかと思しい後鳥羽院の「奥山のおどろが下も踏み分けて道ある世ぞと人に知らせん」 （後鳥羽院御集・同〔承元〕二年三月住吉御歌合・寄山雑・一六九八。新古今集 雑中・一六三五）などに求められるのではないだろうか。

















































根・伊豆両山の神社への将軍参詣）に出掛けている。この間、伊豆山に三十首歌を奉納する。その折に詠じた一首か。○曇りも果てぬ月いと どかにて―「照りもせず曇りも果てぬ春の夜のおぼろ月夜にしくものぞなき」 （新古今集・春上 文集、嘉陵春夜詩、不明不暗朧朧月といへることをよみ侍りける・五五・千里）を意識するか。
〔補説〕
　
宗尊は該歌以前に、 「人は来で秋風寒き夕べこそげ びしさの限りなりけれ」 （瓊玉集・秋下 和歌所に





































宗尊は別に、 「根を絶えて霞に余る遠山 松 木末や春 浮草」 （竹風抄・巻五・文永六年八月百首歌・春

























































































































語・八十二段・一四九・馬頭）は、人事を寓意したものではあっても、 「月」が沈む「山の端」に対する感情を表徴していよう。このような思いを基盤に、いつまでも沈まない「有明」の「月」であっても、 「月はなほ入らで有明の山の端もさぞあらましに恨めしきかな」 （民部卿家歌合
建久六年
・暁月・一〇二・丹後）といった「山の端」へ













































































































































































































































































水との秋の面影」 （玉葉集・雑一・一九八九）が古いが、 「春（夏・秋・冬）の面影」の勅撰集初出はこの歌であって、即ち『玉葉集』まで類句は見えないのである。参考に挙げた西園寺公経男実有の「暮ると明くと」の一首は、『新後拾遺集』 （春下・一一八）に作者を「藤原実方朝臣」として収められているが、これは「誤りであろう」 （安田徳子『万代和歌集』平一〇・六、明治書院）という。いずれ せよ の面影」 「秋の面影」は共に新古今前夜頃から盛行し始める。その中では、慈円の文治四年（一一八八）十二月の「早率露胆百首 （春・鶯）の「鶯の出でぬる声を聞きとめて古巣にぞ見る春の面影」 （拾玉集・春・鶯・七〇五） 早いか。 「秋の面影」は、 「後白河院隠れさせおはしまし 三、四年の後、五月御供花 時、六条殿にて」 （後白河は建久三年
（一一九二）
三月十三日没）
という寂蓮の「宮城野を霧の絶え間 見しよりも残る色なき秋の面影」 （寂蓮法師集・秋恋在野外 一三六 が先行するが、参考 雅経詠の直前 『正治初度百首』 は守覚法親王によって「秋の面影」が「手に結ぶ井手の玉水底澄みて見えけるも を秋の面影」 （正治初度百首・春・三三八）と詠まれ いて、雅経はそれに触発された かもしれない。ちなみに、 夏 は 和歌所影供歌合
建仁元年八月



























































　「雲」と見える（ 「紛ふ」 ） 「花」の類型の上に、鎌倉前期にそれを「厭」わないことを言う歌が、参考の経家




































































































































































































































































































































































































○花の情け―先行例には、鑁也の「花ぞかし花の情けは の どもにほふにほひは知る人もなし」 （露色随
























































































































































































































































































































































忘れなで今年も春ぞ慕はる よそならざりし心ならひに（東撰六帖・春・三月尽・三一八・藤原定員）憂き身にはよそなる の別れぞ 思ひ がらに何惜しむ ん 文保百首 一七一七・実前）
〔補説〕
　
類歌に挙げた藤原定員の歌とは影響関係が想定されるが、先後は不明である。
『中書王御詠』注釈稿（一）
八五
合点を白滅。
